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セジロウンカの発生予察に河する

野外飼育調査の応用性

花■岡　岩　雄・仲　野　恭　助

（山形県負試）

1．は　し　が　き

セジPウソカの適切な防除を行うには発生を早期に予

察することが最も大切である．筆者らはその予察方法の

一つとして野外飼育詞査の応用性を1954年から検討して

来たが，その結果かなりの精度で予察に役立つことを認

めたので，ここに報告し批判をあおぐ次第である．

2．飼育頸査の要領

飼育は塊000アールワグネルポットに毎年同一品種の

稲を同様の耕種法で栽培し，これに各々の年の初発成虫

を7月始めから10対づっ飼育し，やがて次世代の成虫が

発生するに従い順次に10対づつの飼育を繰返した．調査

には総産卵数・総僻化幼虫数並びに総羽化成虫数・脾化

期・羽化期や発生経過及び成幼虫の発生最盛期発を特に

重視した．

3．調査結果の概要

飼育に供与した成虫は平均6．7日くらい生存してこの

間盛んに産卵したが，各世代の産卵総数は第1表のよう

に世代によりかなりの差を示し，特に最終世代は著しく

産卵数が減少した．

年間に5世代の年と4世代で終了した年とに別れた

が，総産卵量は年次により掛こ大きな差は認められず，

また多発年に必ずしも産卵数が多くなるとは限らないよ

うであった．

第1表．世代別産卵数の年次比較
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幼虫の発生数はまた世代によりかなり著しい差を生じ

たが，これは第2図のように僻化率で見ると多発年次に

は明らかに高くなっており，しかも3～4世代が特に月

立って高くなっている．一般に後次世代に進むにつれて

僻化率は低下して行くが未炉化の卵が10～20％程度で，

他は黄斑期での発育停滞卵であった．
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第1図．醇化率曲線

第2表．世代別成虫発生量

Ⅴ

次に幼虫の生育率であるが，羽化率は第2図のように

多発年次には目立って高まり，特に4世代が少発生年は

低下するのに比べ，多発年は目立った低下を見ていない．

この結果は第2表のように成虫発生量に著しい差を生じ

させたものと推察される．

発生経過は第3図のようになり，圃場の掬頼りによる

成績と時期的にも量的な動きも凡そ同一候向を示してい

る．

飼育調査でめ成虫発生最盛期は黒丸で標示したよう

に，凡そ各世代とも掬取り調査での成虫の山と一致して

動いていることがうかがえる．
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第3図．飼育調査と掬取り調査の消長比較

注：－飼育調査での成虫の発生期間

…・飼育調査での幼虫の発生期間
▲　一般圃場の掬取り成虫数で，1ミリ10頚を示

す，

●　成虫発生最盛期
0　幼虫発生最盛期
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4．考　　　　　察

以上述べて来た飼育調査の結果と一般風場の発生とを

比較し乍ら考察すれば，まづ発生時期の予察には前述の

ように飼育と圃場の発生は凡そ同様に動いていることか

ら考え，前世代の幼虫の発育遅速から次世代成虫の発生

遅速を予測し得る．特に8月中・下旬に発生する3世代

の予測は，7月下旬の幼虫の発育進度とその後の天気予

報を勘案すればかなりの精度で予測出来ると考える．

次に発生量の予察であるが，飼育による発生量と一般

圃場の発生を比較すると第3表のようになり，飼育調査

で発生量が多い年は尭生面槙や防除面額も多くなってお

り，また誘殺数や掬取り数も多くなっていることから，

飼育調査は発生の量的な面でも一般圃場を代表出来る．

このことから考え，前述したように前世代の桁化率及び

羽化率の高まり方により，また気象予想と照してその後

の増殖量を予想することはかなりな可能性を示してい

る．

第3表．飼育調査結果と一般田の発生結果比較
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5．む　　す　　び

以上セジPウソカの野外飼育調査が一般匪場の発生時

期及び発生量の予察に役立つことを述べて来たが，今後

も更に検討し，より精度の高い予察方法を見出したいと

考える．


